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久留米大学病院及び久留米大学医療センター 

リフィル処方開始について 
 

久留米大学病院及び久留米大学医療センターより「リフィル処方」の院外処方箋を、 

令和 4年８月 24日(水)から開始されるとの連絡がありましたのでお知らせいたします。 

尚、応需いただきます保険薬局におかれましては、同病院薬剤部より「リフィル処方」の取

扱いについて、以下の通り注意事項等がございますので、ご確認の上ご対応いただきます様

お願い申し上げます。  

 

リフィル処方の使用方法と注意事項 

1） リフィル処方は「症状が安定している」、「薬を長期投与しても管理できる」患者が対象と 

なります。 

2） 医師が「リフィル処方が可能」と判断した場合、「リフィル2回」・「リフィル3回」を決め、処 

方箋に（図１）記載されます。 

3） 1回あたりの投与期間や総投与期間は、医師が患者の状態など踏まえて判断します。 

4） 投与量に限度が定められている薬品等（新薬・麻薬・向精神薬・湿布薬・院内製剤・器材） 

については、リフィル処方の対象とはなりません。 

５） リフィル処方は、病院のシステム上、薬品の投与日数がすべて同じである必要があるた 

め、投与日数毎にリフィル処方箋を発行する可能性があります。よって複数枚の処方箋 

となるため、お薬に漏れがある場合は疑義照会を行ってください。 

6） リフィル処方での残薬調整はできません。 

7） リフィル処方の処方箋を応需された保険薬局は、まずは、患者がリフィル処方を希望して 

いるかどうかご確認ください。患者が理解されてない場合等は、疑義照会をお願いします。 

8) リフィル処方の 1回目の調剤を行う期間は、通常の処方箋と同様（発行日を含めて 4日 

以内）ですが、2回目以降は調剤予定日の前後 7日以内です。 

7日を超えた場合は、再受診し、再度処方箋の発行となります。 

9) 保険薬局の薬剤師は、患者に次回の調剤を受ける予定を確認し、予定時に来局しない場 

合は、電話等により調剤の状況を確認してください。 

患者が他の保険薬局において調剤を受けることを希望している場合は、当該他の保険薬局 

に調剤の状況とともに必要な情報をあらかじめ提供していただくようお願いいたします。 

10) リフィル処方は、包括的事前合意プロトコルの対象外となります。ご注意下さい。 

 

以上となりますが、処方箋について疑問がある場合は、各病院へ疑義照会をお願いいたします。 



図1： リフィル処方箋
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頓服(回分)や全量入力の薬剤(外用など)のみの処方の場合は、
備考欄に「リフィル処方時の外用・頓服薬の○○日分として」の記載が
必須となり、コメントの日数を次回来局予定日の日数として考える。


